
１．はじめに

美郷村は、徳島県の中央部に位置する面積50.47裄

の村である。最低標高は村の南境で北に流れ下る川

田川の約80ｍ、最高標高は村西部で穴吹町境に位置

する奥
おく

野々
の の

山の1159ｍである。山林が町面積の約83％

を占めている。スギ・ヒノキ植林（約2530ha）主体の

人工林が約62％を占め、川田川や東山谷川の南側に

広く分布している。自然林は、そのほとんどが二次

林のアカマツ群落で、村の北部や東部に分布してい

る。松枯れが進行中で、川田川上流の標高約700ｍ

付近でも松枯れが見られる。川田川上流の南向きの

急斜面にはまとまったコナラ群落も分布している。

奥野々山の山頂付近にはブナ大木林が残っている

が、強風で折れたり倒れた大木も多い。集落周辺に

は樹園も多い。梅林はよく手入れされているが桑園

は廃園も多い。村内各所の神社の杜
もり

は、山林と連続

したスギ、ヒノキ林が多いが、一部神社では大木や

照葉樹林もみられる。集落・農耕地は谷川沿いや山

間斜面に散在し、各種畑作、養鶏、畜産が営まれて

いる。水田面積は少なく、東山谷川沿いや土井
ど い

奥
のおく

の

盆地で５月から９月にかけて稲が栽培されている。

水田以外の村内水辺環境は、川田川の本支流の渓流

のみである。奥野々山を源流とする川田川が西から

東へ流れ下り、村中央部の宮倉
みやぐら

で北に向きを変える。

これに村の東から流れ下ってきた東山谷川が合流し

ている。水量はそれほど多くないが、一部の砂防堤

を除き断流は認めない。渓流環境は急流とツルヨシ

群落および岩の露頭からなり、川原はほとんどない。

村内には鳥獣保護区や銃猟禁止区域は設定されて

いない。

野鳥の多くの種の生息には季節性があるため、調

査期間は、2002年12月から2003年11月の約１年とし

た。観察範囲は美郷村全域とした。なお、美郷村を

代表する地形・環境は山林であることから村東北部

の山林に両側各25ｍを計数範囲とする調査定線を設

定し、定期的に観察した。また、奥野々山周辺でも

反復観察し生息種を記録した。双眼鏡および望遠鏡

で姿を、あるいは特徴的な鳴き声で確認した野鳥に

ついて、その種名と個体数を記録した。また、野鳥

観察中に遭遇した野生哺乳類についても記録した。

観察地を地名のみで表現することは困難であり、環

境庁自然環境保全基礎調査用地図の、３次メッシュ

コードの下４桁を併記した（図１）。

２．山地森林の野鳥

１）村東北部調査定線の記録

山地森林の定線調査を、村の北東部、東山谷川上
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美郷村の野鳥生息状況
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東條　秀徳
＊

写真１　村東北部山地
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流部右岸の山林で実施した（写真１）。標高約420～

580ｍ、0226，0236メッシュにかかる延長約1.8袰の

コースを設定した。この道は四国電力の送電線鉄塔

巡視路で、多くは尾根道で一部が山腹の巻き道であ

った。周辺の植生は、アカマツと広葉樹の混交林お

よび一部のスギ・ヒノキ植林となっている。混交林

の広葉樹構成樹種は高木がコナラ、クリ、ヤマザク

ラ、コシアブラなど、低木ではヒサカキが多く、他

にツツジ類などである。鉄塔周辺は広葉樹の低木林

や林縁的環境になっている。

４～11月の間、６月と８月を除く毎月１回、合計

６回定線調査を実施し、表１に示す43種が記録され

た。１年を通じて個体数が多かった種はヒヨドリ、

次いでヤマガラであった。今回調査での特記的事項

では、繁殖時期のヒガラの確認がある。ヒガラは、

県内では比較的標高の高い（750～1950ｍ）針葉樹

林に留鳥として生息するとされるが、繁殖時期の５

月には420ｍ、４月にはコース周辺の350ｍ付近でさ

えずっていた。

今回調査と類似の環境の記録としては、1983年の

阿波学会鴨島町調査における三谷および赤坂～長戸

の記録がある。これら２地区は、今回調査地と同山

塊にある、隣接といっても良い近所で、植生も似通

っていた。生息確認状況も、沢沿いと尾根といった

地形の違いや、本来個体数の少ない種を考慮すれば

似通った結果であった。ただし、ハチクマ、サシバ、

サンショウクイなどが、今回調査では記録されなか

った、あるいは繁殖期に確認されなかったことは、

これらの種が全国的にも減少を危惧されていること

と通じるところかも知れない。

２）奥野々山周辺の記録

積雪期を除き、北尾根登山路または東尾根からほ

ぼ毎月１回奥野々山の山頂まで登り観察した。ここ

では、奥野々山の東側山腹を巻く作業道小
こ

竹
だけ

線（標

高約900ｍ）より上部、7185，7186，7195，7196メッ

シュにかかる山域で記録された種をまとめた。この

地域の環境は、山腹はスギ・ヒノキ・カラマツ植林

で、孤立して山頂部がブナ林、奥野々山東尾根がア

カマツ林となっている。針葉樹人工林の中に浮かぶ

広葉樹自然林の島といった風情である（写真２）。山

頂部ブナ林には高木ではブナの他、ミズナラ、カエ

デ類、シデ類、スギなど、亜高木ではリョウブ、ナ

ツツバキ、ソヨゴ、アセビ、シロモジなどが生育し
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観察月日 4 5 7 9 10 11
/ / / / / /

種　名 16 6 17 18 4 18
1 サシバ 1 1

2 ヤマドリ ＋

3 キジバト 1 2 3 3 3 ＋

ハト科不明種 1

4 ツツドリ 1 2

5 ホトトギス 1

6 フクロウ 1

7 アオゲラ 1 3 ＋ 3 ＋

8 コゲラ 13 7 6 8 9 9

9 ツバメ ＋

10 ヒヨドリ 16 10 15 12 22 18

11 モズ 1

12 ミソサザイ 1

13 コマドリ 1

14 ルリビタキ 3

15 ジョウビタキ 1

16 トラツグミ 1

17 マミジロ 4

18 クロツグミ 1 2 1

19 シロハラ 1 9

20 ツグミ 11

ツグミ属不明種 1 1 2 3

21 ヤブサメ 10 11 1 2

22 ウグイス 7 4 6 6 6 4

23 メボソムシクイ 1

24 センダイムシクイ 3 3 ＋

25 キクイタダキ 7

26 キビタキ 2 1 2 1

27 オオルリ 2 1 ＋

28 コサメビタキ 1

ヒタキ科不明種 1

29 エナガ 6 ＋

30 ヒガラ 7 13 9 4 6 3

31 ヤマガラ 14 14 7 8 18 17

32 シジュウカラ 5 6 2 2 3 7

33 メジロ 18 4 7 4 18 11

34 ホオジロ 2 5 8 2 6 4

35 アオジ ＋ 2

36 クロジ 8 4

ホオジロ科不明種 1 5

37 アトリ 4 62

38 カワラヒワ 2 4 4 2 4

39 ウソ ＋ 1

40 イカル 3 4 3 ＋

41 カケス 4 2 3 5

42 ハシブトガラス 4 3 1 1 2 ＋

43 コジュケイ ＋

不明種 3 2 2 2 1 3

個体数合計 134 107 80 64 115 189

種数合計 25 24 19 16 18 24

表１　美郷村北東部山地定線の記録

備考；＋はコース外又は復路の記録



ている。下層にはミヤマシキミ、ツゲ類、ツツジ類、

ササなども生育しているが落葉が厚く堆積し比較的

開けた状態である。

積雪期を除き12月～11月の間に概ね月１回、計10

回の観察により、合計38種を記録した。

徳島県の標高1000～1700ｍ前後の潜在自然植生は

ブナなどの落葉広葉樹林帯・冷温帯とされる。コガ

ラ（写真３）とゴジュウカラは、この環境を代表す

る種であり、当地でも周年生息していた。コガラは

広葉樹枝先で、ゴジュウカラは大木の幹を移動しな

がら採餌していた。

今回調査と類似の環境の阿波学会調査記録として

は、1999年の神山町焼山寺山と1998年の穴吹町杖立

峠～正善山の記録がある。前者は標高は650～938ｍ

とやや低いが人工林の中の自然林、後者は標高1049

～1229ｍとやや高い尾根と山頂である。これら３地

域ともに、カッコウ科、キツツキ科、ツグミ科、ウ

グイス科、ヒタキ科、シジュウカラ科といった森林

生息性の鳥類生息状況が近似していた。

３）その他の記録

里山生態系の最上位に位置する猛禽
もうきん

類のサシバ

（写真４）が、川田川沿いおよび東山谷川沿いで、

繁殖期に頻繁に観察された。営巣確認はできなかっ

たが、６月15日には巣立ち直後と思われる幼鳥３羽

を確認した。サシバより一回り大きいハチクマ（写

真５）は、夏鳥として山地森林に渡来するタカであ

り、徳島県内での確実な繁殖記録は１例しか知られ

ていない。本種も川田川沿いや東山谷川支流沿いで

繁殖時期にも確認されたが営巣は確認できなかっ

た。幼鳥は確認したものの、９月13日のことであり
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観察月日 12 3 3 4 5 6 7 8 9 11
/ / / / / / / / / /

種　名 23 2 30 19 22 6 23 30 23 15
1 ノスリ ○

2 サシバ ○

3 ヤマドリ ○ ○

4 キジバト ○ ○ ○

5 アオバト ○ ○ ○ ○ ○

6 カッコウ ○ ○ ○

7 ツツドリ ○ ○ ○

8 ホトトギス ○ ○

9 ヨタカ ◯

10 アオゲラ ○ ○ ○ ○ ○

11 オオアカゲラ ○

12 コゲラ ○ ○ ○

13 ヒヨドリ ○

14 ミソサザイ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 ルリビタキ ○

16 ジョウビタキ ○

17 クロツグミ ○ ○

18 シロハラ ○

19 ツグミ ○

20 ヤブサメ ○ ○ ○

21 ウグイス ○ ○ ○

22 センダイムシクイ ○

23 キビタキ ○ ○

24 オオルリ ○ ○ ○

25 エナガ ○ ○

26 コガラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 ヒガラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 ヤマガラ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 シジュウカラ ○ ○ ○

30 ゴジュウカラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 メジロ ○ ○ ○

32 ホオジロ ○ ○ ○ ○

33 マヒワ ○

34 ベニマシコ ○

35 ウソ ○

36 イカル ○

37 カケス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 ハシブトガラス ○ ○ ○ ○ ○

種数合計 11 5 5 12 19 15 14 12 10 9

表２　奥野々山周辺の記録

写真２　奥野々山南東面 写真３　枝先で餌をさがすコガラ



渡り個体の可能性もある。ヤマドリ（写真６）は、

森林生息性の野鳥の中では大型の種であり、生態系

の中で大型猛禽類や食肉性哺乳類にとって重要な餌

動物である。村内では林道や林内で普通に生息して

いた。キバシリは、県内の生息数が少なく、大径木

の林に依拠し生息地が限局的とされる留鳥である。

阿波学会調査は、本種の県内生息分布情報の収集に

大きく貢献している。美郷村でも月
つき

野
の

のスギ林でそ

の生息が確認された。

３．集落・農耕地の野鳥

ツバメ、スズメ、ムクドリ、ドバトは主にヒトの

生活空間に近い所を生息域とする野鳥である。農作

業や過疎化等との関連で、阿波学会調査において、

毎回留意している調査項目である。

ツバメは、３月23日に初めて渡来を確認した。営

巣は川俣
かわまた

地区で多数認められたが、そのほとんどが

大きな庇
ひさし

のある商店や事業所、公共建築であった。

７月には多数の幼鳥が、上谷
かみだに

、古土地
こ ど ち

、恵比子
え び す

など

で、水田の上の電線に群れとまっていた。ツバメよ

り遅れて渡来するコシアカツバメは、近年県内での

営巣が激減している。昨年度の三野町の調査では古

巣しか確認できなかった。美郷村では、川俣の小・

中学校の建物でのみ営巣を確認した（写真７）。ス

ズメは、北は土井奥、東は上谷、南は平
たいら

までの低地

部でのみ観察された。

ムクドリは観察されなかった。最近の調査では佐

那河内村でも記録されていない。ドバトについては、

種野の集合住宅屋上に小群を確認している。

人の生活との関わりということでは、林道工事現

場に駐車したトラックにキセキレイの営巣を確認し

た（写真８）。４月15日、車道側からは影となった

助手席側のステップの巣に３卵を確認、５月10日に

は孵化した巣内ヒナと、餌を運ぶ雄（写真９）を確

認したが、５月22日には巣は空となっていた。後日、

トラックが移動していた事から、営巣への気遣いが

あったものと思われる。

集落周囲の畑や梅林、冬季の乾田にも、周囲の山

林から飛来し採餌する野鳥が観察された。菜花を鋤
す

き込んだ畑に群れるヒヨドリ、牛糞堆
たい

肥
ひ

を撒いた田

畑で採餌するキセキレイ、セグロセキレイ、トラツ

グミ（写真10）、アオジ、カワラヒワ、梅林でツグ

ミ、エナガ、シジュウカラ、ミヤマホオジロなど。

村内には神社が散在するが、その社叢
しゃそう

は隣接する

山林と連続したスギ・ヒノキ林が多い。その中で、

平の八幡神社裏山社叢には照葉樹林大木林が、照
てら

尾
お

八幡神社社叢にはタブノキやムクノキ大径木が生育

している。これらの大木の社叢は、野鳥にとって塒
ねぐら

や巣穴、餌となる実や虫など、良好な環境となって

いる。アオバズクは、夏鳥として渡来し大木の樹洞
じゅどう
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写真４　スギの梢にとまるサシバ

写真６　林道を歩くヤマドリ雌

写真５　換羽中のハチクマ



に営巣する小型のフクロウ類だが、７月26日に平の

八幡神社社叢で２羽を確認した。５月21日夜には照

尾八幡神社のタブノキにとまるフクロウ１羽と出合

った。

４．水辺環境の野鳥

美郷村の水辺環境としては、渓流と小面積の水田

があげられる。渓流の総延長は長いが水路幅・川幅

ともに狭い。まとまった面積の川原や淵も形成され

ていない。その結果、渓流環境で観察された水辺の

野鳥は種類数、個体数ともに少なかった。今回観察

されたのは、サギ類では、ゴイサギ、ダイサギ（写

真11）、アオサギの３種。群れは記録されず、営巣

も確認できなかった。カモ類もオシドリ、マガモ、

カルガモ（写真12）の３種、その中で、オシドリの

比較的大きな群れが、コナラやアラカシなどの斜面

林に接した川田川上流で記録された。これは、渓流

に接した斜面林のコナラやアラカシなどが産する堅
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写真12 川の中に立つカルガモ

写真８　キセキレイの巣と卵

写真９　餌を運ぶキセキレイ雄

写真11 川辺に立つダイサギ

写真７　校舎庇下のコシアカツバメの巣 写真10 田で採餌するトラツグミ



果（どんぐり）を、餌として求め、飛来したもので

あろう。オシドリとカルガモについては、近年の阿

波学会調査で繁殖確認された町村もあるが、今回調

査では、確認できなかった。アオシギ（写真13）は

冬鳥として渡来し、山地の渓流で生活する中型のシ

ギである。徳島県では記録が少なく、徳島県版レッ

ドデータブックでも情報不足とされている種であ

る。この珍しい種が、2002年12月～2003年１月にか

けて東山谷川の本支流で観察された。その他では、

カワセミ、キセキレイ、セグロセキレイ、カワガラ

スが記録された。

水田での野鳥観察記録はほとんどなく、稲刈り後

に水の張られた１枚の田で、キセキレイ、ハクセキ

レイ、セグロセキレイを記録したのみであった。

５．タカの渡り

春に渡来し、日本各地の山林で繁殖した中型のタ

カ類のハチクマやサシバは、秋になると南の越冬地

へ移動する。天候や地形など、飛行に好適な条件を

選択する結果、「渡りルート」と呼ばれる、多数の

タカが通過する経路が存在する。美郷村近隣の川島

町掘割峠、山川町高越山、神山町松尾などでも比較

的多数の渡り記録があることから、村内でのタカ渡

りを確認する目的で、９月23日、28日の２日、村南

西部の槙山の尾根（標高約730ｍ）で観察した。23

日は悪天候のため充分な観察はできなかったが、28

日には、８：20～15：20の間に、サシバ68羽、ハチ

クマ６羽、ノスリ１羽の渡りを記録した。そのほと

んどは、山川町との境界の尾根上空を西に向かい飛

去した。

６．野生哺乳類

鳥類調査に伴って観察された哺乳類も記録した。

山地森林環境のある町村での調査では、10種前後が

記録されていたが、昨年の三野町の４種よりは多い

ものの、今回は６種と少なかった。

ニホンザルは県内各地で人の生活に対する害が話

題となっている。美郷村では川田川上流域で観察さ

れた。大きな群れはなく、少数あるいは個体であっ

た。観察者を避け逃げるものがほとんどであった

が、写真のように人を忌避
き ひ

しない個体もあった（写

真14）。イノシシについては、村南西部の高標高の

林道沿いでは採餌跡を目撃することが比較的多かっ

た。ノウサギは、筆者の観察では県内では近年急速

な減少傾向にあった種だが、美郷村内では比較的観

察記録が多かった。生態系を概観する中で、ノウサ

ギは前述のヤマドリと同様に、大型猛禽類や食肉性

哺乳類にとって餌動物として重要な位置を占めてい

る。

７．まとめ

美郷村における2002年12月～2003年11月の観察で

14目35科87種の野鳥と２種の外来種を記録した。

徳島県版レッドデータブック記載種では、オシド

リ、ハチクマ、オオタカ、ハイタカ、クマタカ、ハ

ヤブサ、アオシギ、ジュウイチ、アオバズク、ヨタ

カ、オオアカゲラ、サンショウクイ、カヤクグリ、

コマドリ、ルリビタキ、メボソムシクイ、キバシリ

の17種が記録された。

なお、美郷村に生息する野鳥として「美郷村勢
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2003」に記載されている種の内、コサギ、コガモ、

ヤマシギ、ヤマセミ、ヒバリ、アカハラ、エゾビタ

キ、ムクドリの８種は今回調査では確認されなかっ

た。

８．目録

2002年12月から2003年11月までの約１年間の観察

記録から、各種の行動・生息環境などで代表的な記

録を、１種について２件までとして「別表１ 美郷

村野鳥目録」に記載した。その内コジュケイとドバ

トは、日本鳥類目録に従い外来種として区別した。

種名の下の行に、左から、西暦年下２桁/月/日、個

体数、地名、メッシュ番号、地上標高（ｍ）の順に、

さらに次の行に、環境または行動などを記載した。

また、野生哺乳類の記録についても、同様に「別

表２ 美郷村野生哺乳類目録」として記載した。

調査参加者

笠井　　正、関　　憲二、東條　秀徳、中川　澄男

増谷　正幸、三ツ井政夫、吉成　宏征

写真撮影者

写真１、２、３、５、６、７、８、９、12：東條秀徳

写真４、10、11、13、14：三ツ井政夫

文　献

環境庁自然保護局野生生物課（1993）：『日本産野生生物目録
―本邦産野生動植物の種の現状―脊椎動物編』自然環境研究
センター。

中国四国農政局徳島統計情報事務所（2001）：『徳島農林水産
統計年報』徳島農林水産統計協会。

東條秀徳（1999）：穴吹町の野鳥生息状況、阿波学会紀要第45
号、阿波学会・徳島県立図書館、45～65頁。

東條秀徳（2000）：神山町の野鳥生息状況、阿波学会紀要第46
号、阿波学会・徳島県立図書館、45～64頁。

徳島県（1996）：『徳島県環境資源図（現存植生・土地利用図）』
徳島県。

徳島県版レッドデータブック掲載種検討委員会（2001）：『徳
島県の絶滅のおそれのある野生生物―徳島県版レッドデータ
ブック』徳島県環境生活部環境生活課。

徳島県（2002）：『平成14年度徳島県鳥獣保護区等位置図』徳
島県。

日本鳥類目録編集委員会（2000）：『日本鳥類目録（改定第６
版）』日本鳥学会。

日本野鳥の会徳島県支部目録部（1988）：『徳島県野鳥目録』
日本野鳥の会徳島県支部。

増谷正幸（1984）：鴨島町の野鳥、郷土研究発表会紀要第30号、
阿波学会・徳島県立図書館、55～73頁。

美郷村総務企画係（2003）：『森がつくり、川がみがき、人が
育てた宝の美郷　美郷村勢要覧』美郷村。

別表１　美郷村野鳥目録

◎　ペリカン目　PELECANIDAE

○　ウ科　Phalacrocoracidae

１　カワウ　Phalacrocorax carbo

03/9/28 10 中村山 0109 750

尾根上空高く西へ飛行

◎　コウノトリ目　CICONIIFORMES

○　サギ科　Ardeidae

２　ゴイサギ　Nycticorax nycticorax

03/5/15 1 東山大谷橋 0225 250

流れの中の石にとまる

３　ダイサギ　Egretta alba

03/4/19 1 川俣 0230 120

川田川から飛び立ち東山谷方面へ飛行

03/4/26 1 宗田 0221 120

夏羽、川田川で採餌

４　アオサギ　Ardea cinerea

03/1/26 1 奥丸谷川 0244

渓流畔から飛び立つ

03/3/2 1 0230 130

川田川沿いのスギ梢にとまっていた

◎　カモ目　ANSERIFORMES

○　カモ科　Anatidae

５　オシドリ　Aix galericulata

03/1/18 25 川田川 7290 220

広葉樹林斜面に挟まれた渓流から飛び立つ

03/3/2 2 川田川 0230 90

雄雌、浅い瀬を泳いで上流へ

６　マガモ　Anas platyrhynchos

02/12/8 11 ふれあい公園 0230 90

川田川の淵に

03/2/8 4 湯下 232 130

東山谷川でいたが、近づくと飛去

７　カルガモ　Anas poecilorhyncha

03/3/2 1 川俣 0230 100

淵の水中の石の上で羽つくろい

03/4/19 2 下浦 0200 200

川田川上空を上流へ飛行

◎　タカ目　FALCONIFORMES

○　タカ科　Acciptridae

８　ハチクマ　Pernis apivorus

03/5/25 2 柿谷 0232 360

柿谷川下流から並んで飛来

03/7/26 1 作業道小竹線 7177 900

伐採地上空を旋回、換羽中の個体

９　トビ　Milvus migrans

03/1/26 1 湯下 0233 130
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上空でカラスにからまれていた

10 オオタカ　Accipiter gentilis

03/1/25 1 古土地 0234 200

キジバトを追うが逃げられる

03/3/21 1 毛無谷 0231 200

毛無谷の木から飛び立つ

11 ハイタカ　Accipiter nisus

03/1/18 1 0109 600

尾根上空から尾根向こうへ急降下

03/4/16 1 中古井 0202 400

12 ノスリ　Buteo buteo

03/1/13 1 広旗八幡神社 0232 200

神社上空から北側の山へ飛ぶ

03/3/30 1 奥野々山 7186 1100

山頂南東から南東へ飛行

13 サシバ　Butastur indicus

03/4/13 4 下浦 0200 300

稜線すれすれを帆翔、突然急降下

03/5/10 1 愛後 0222 270

梅林上部のヒノキ林で餌動物を捕らえ飛び去る

14 クマタカ　Spizaetus nipalensis

03/9/28 1 中村山 0108 900

0109付近に出現し奥野々山の南を木屋平側へ

○　ハヤブサ科　Falconidae

15 ハヤブサ　Falco rusticolus

03/9/28 1 中村山 7199

谷上空高く旋回飛行

◎　キジ目　GALLIFORMES

○　キジ科　Phasianidae

16 ヤマドリ　Syrmaticus soemmerringii

02/12/8 2 7196 920

雌、谷の渓流沿いのブッシュから飛び立つ

03/6/5 4 作業道小竹線 7196 920

雌１、幼２、少し南で雄１

17 キジ　Phasianus colchicus

03/3/2 1 桁山県有林 7176 910

雄、土捨て場の草地から飛び立つ

◎　チドリ目　CHARADRIIFORMES

○　シギ科　Scolopacidae

18 アオシギ　Gallnago solitaria

02/12/15 1 丸山 0225 250

砂防ダム下の石の上で警戒。苔をつつく

03/1/26 1 奥丸谷川 0244 190

幅３ｍ程の渓流、時々水中に嘴をさしいれる

◎　ハト目　COLUMBIFORMES

○　ハト科　Columbidae

19 キジバト　Streptopelia orientalis

03/2/16 1 奥丸 0244

道路際の落葉上で採餌

03/4/13 4 恵美子 0233 160

木の枝にとまって鳴いていた

20 アオバト　Sphenurus sieboldii

03/1/18 1 城戸 0200 280

さえずり声、シイ大木の残る尾根

03/3/23 8 湯下 0232 120

大きな木の枝に集団でとまっていた

◎　カッコウ目　CUCULIFORMES

○　カッコウ科　Cuculidae

21 ジュウイチ　Cuculus fugax

03/5/18 1 母衣暮露滝 7186 730

16：45、鳴き声

03/5/22 1 中村山 7187 620

pm9：52、飛びながら鳴く。翌朝は西から鳴き声

22 カッコウ　Cuculus canorus

03/5/23 1 奥野々山東尾根 7186 940

am4：48、すぐ上の尾根のスギ梢で鳴く

03/6/29 1 壁岩峠 7283 850

am10：06、曇り、近くから鳴き声

23 ツツドリ　Cuculus saturatus

03/5/10 1 樫平 7199 340

西北からさえずり声

03/5/23 1 奥野々山東尾根 7186 940

am4：42、すぐ上のアカマツに飛来

24 ホトトギス　Cuculus poliocephalus

03/5/23 1 奥野々山 7186 940

am3：30、鳴き声

03/5/25 1 土井奥 0240 220

小雨、近くの山林からさえずり声

◎　フクロウ目　STRIGIFORMES

○　フクロウ科　Strigidae

25 アオバズク　Ninox scutulata

03/5/18 1 上谷 0234 200

神社付近からさえずり声

03/7/26 2 　　　　　　　　　　　　　　　　170

神社裏山のシイの枝にとまっていた

26 フクロウ　Strix uralensis

03/5/21 1　　　　　　　　　　　　　 　　　350

pm8：50、曇り、境内のタブノキ大木枝にとまる

03/10/4 1 大鹿 0236 550

近くから飛び立ち少し離れた枝から此方を伺う

◎　ヨタカ目　CAPRIMULGIFORMES

○　ヨタカ科　Caprimulgidae

27 ヨタカ　Caprimulgus indicus

03/5/3 1 母衣暮露滝下 7187 650

夕方、川田川左岸の山から鳴き始め下流へ移動

03/5/22 2 中村山 7187 620

pm9：52、うす曇り、西上・東下から鳴き声

◎　アマツバメ目　APODIFORMES

○　アマツバメ科　Apodidae

28 ヒメアマツバメ　Apus affinis

03/5/25 3 柿谷 0223 360

◎　ブッポウソウ目　CORACIIFORMES

○　カワセミ科　Alcedinidae

29 アカショウビン　Halcyon coromanda

03/6/11 1 上谷 0235 220

道路上の電線にとまる
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30 カワセミ　Alcedo atthis

03/4/19 1 恵美子 0233 145

雄、東山谷川上流から飛来し、電線にとまる

03/4/26 1 恵美子 0233 145

東山谷川を上流に向かって飛ぶ

◎　キツツキ目　PICIFORMES

○　キツツキ科　Picidae

31 アオゲラ　Picus awokera

03/2/16 1 月野 0204 700

道路横の樹木の幹を突っついていた

03/4/19 1 桁山林道 7186 950

林道の上のアカマツ横枝にとまり排便

32 オオアカゲラ　Dendrocopos leucotos

03/3/30 1 奥野々山山頂 7186 1150

ブナ林で鳴きながら採餌

33 コゲラ　Dendrocopos kizuki

02/12/29 1 掘割峠 0244 330

枝から枝へ移動したり幹を下から上へ行ったり

03/4/19 2 奥野々山 1150 7186

頂上ブナ林

◎スズメ目　PASSERIFORMES

○　ツバメ科　Hirundinidae

34 ツバメ　Hirundo rustica

03/3/23 1 上谷 0234 190

道路、東山谷川、田の上空を飛ぶ

03/4/26 4 福祉センター 0221 150

巣２成２、４巣中２巣で抱卵中、上空で２羽飛翔

35 コシアカツバメ　Hirundo daurica

03/7/26 2 川俣 0230 140

美郷中学校校舎２階北側ベランダ庇下に１巣

03/7/26 川俣 0230 130

小学校校舎南側２階に新しい２巣

36 イワツバメ　Delichon urbica

03/7/26 4 照尾八幡神社 0211 360

上空高く東南方向へ飛ぶ

03/9/13 5 月野 0215 520

上空を飛び交う

○　セキレイ科　Motacillidae

37 キセキレイ　Motacilla cinerea

03/5/10 1 樫平 7199 340

警戒しながらトラックの巣に近づき雛に給餌

03/5/10 1 田平 0211 200

虫をくわえて飛び、擁壁の上へ

38 ハクセキレイ　Motacilla alba

03/9/23 1 上谷 0234 190

水を張った田の上の電線にとまる

39 セグロセキレイ　Motacilla grandis

03/1/13 1 平 0211 150

学校横の水路で採餌

03/3/2 1 川俣 0230 100

川田川の堰堤上で採餌

○　サンショウクイ科　Campephagidae

40 サンショウクイ　Pericrocotus divaricatus

03/6/15 1 下浦 0200 350

鳴きながら尾根の上を飛ぶ

○　ヒヨドリ科　Pycnonotidae

41 ヒヨドリ　Hypsipetes amaurotis

03/3/30 20 古土地 0232 180

引き込まれた菜の花畑で残った菜の花などを採餌

03/4/13 1 宗田 0221 140

川田川沿いのサクラの花に嘴をいれる

○　モズ科　Laniidae

42 モズ　Lanius bucephalus

03/1/18 1 岸ノ宗 7187 700

林道沿いの枝にとまる

03/2/3 1 上谷 0234 190

民家の庭木にとまっていた

○　カワガラス科　Cinclidae

43 カワガラス　Cinclus pallasii

03/1/18 1 平 0211 140

川田川、水に潜って採餌

03/1/26 1 大谷橋 0225 180

東山谷川、渓流の石の上にとまっていた

○　ミソサザイ科　Troglodytidae

44 ミソサザイ　Troglodytes troglodytes

03/4/13 1 穴地 7290 300

渓流の岩の上でさえずる

03/4/19 1 下浦 0200 200

am6：00、堆肥舎の屋根樋の上で大きな声で鳴く

〇　イワヒバリ科　Prunellidae

45 カヤクグリ　Prunella rubida

02/12/8 1 西條 7188 400

川田川沿いのブッシュ

02/12/15 1 大鹿橋 0216 350

茂みの中から鳴き声

○　ツグミ科　Turdidae

46 コマドリ　Erithacus akahige

03/4/16 1 大野 0235 310

山林でさえずり声

47 ルリビタキ　Tarsiger cyanurus

02/12/8 1 奥野々山 7186 940

雌型、林道沿いの落葉樹梢で嘴を鳴らす

03/1/18 1 7188 550

雌型、スギ植林地の明るい林道

48 ジョウビタキ　Phoenicurus auroreus

03/2/3 1 恵美子 0233 180

雄、道路北側の草地で採餌

03/2/16 1 奥丸稗田 0244 330

雌、道路沿いのコンクリート壁にとまっていた

49 トラツグミ　Zoothera dauma

03/1/18 1 0243 250

車道で採餌

03/2/16 1 恵美子 0233 170

東山谷川谷川右岸に隣接する牧草地に出て採餌

50 マミジロ　Turdus sibiricus

03/10/4 1 大野～大鹿 0226 500

スギ林に

51 クロツグミ　Turdus cardis

03/4/16 1 中古井 0202 400

雄

03/4/19 1 桁山林道 7196 900

雄、林道を横切る
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52 シロハラ　Turdus pallidus

03/1/13 1 広旗八幡神社 0234 210

社叢地面で採餌

03/3/23 2 湯下 232 120

木の下を移動

53 ツグミ　Turdus naumanni

03/2/13 2 栗木 0234 250

県道脇

03/11/15 40 作業道小竹線 7186 950

群れで鳴きながら飛行

○　ウグイス科　Sylviidae

54 ヤブサメ　Urosphena squameiceps

03/4/19 2 奥野々山東尾根 7186 1000

スギ林林床をチュリッリッと鳴きながら移動

03/5/6 2 大野～大鹿 0226 500

１羽は蛾の幼虫をくわえていた

55 ウグイス　Cettia diphone

03/4/16 4 宗田 0230 250

国道の道縁

03/5/28 2 奥丸 0244 350

県道の両側の木に

56 メボソムシクイ　Phylloscopus borealis

03/10/4 1 大野 0236 420

山林で鳴き声

57 センダイムシク　Phylloscopus coronatus

03/4/19 1 中村山 7176 600

混交林とスギ林がパッチ状の山林でさえずり声

03/5/3 1 母衣暮露滝下 7187 650

18：30、さえずり

58 キクイタダキ　Regulus regulus

02/12/14 2 林道倉羅川井線 7281 800

スギの枝先でホバリング

03/2/9 2 中村山 7178 580

車道沿いのスギ林で枝先を移動しながら採餌

○　ヒタキ科　Muscicapidae

59 キビタキ　Ficedula narcissina

03/5/10 1 奥丸 0244 300

県道沿い混交林からさえずり声

03/6/29 2 奥野々山 7185 1150

山頂ブナ林で、さえずり１と幼鳥１羽

60 オオルリ　Cyanoptila cyanomelana

03/4/13 1 母衣暮露滝 7186 700

雄、渓流上部の落葉樹の梢で囀る

03/5/10 1 蛍の里 7290 160

雄、谷底近くの梢でさえずる

61 サメビタキ　Muscicapa sibirica

03/9/23 1 槙山 7179 710

東から飛来し、スギの梢にとまる

62 コサメビタキ　Muscicapa dauurica

03/9/18 1 大鹿 0236 580

コナラ高木の枝にとまり羽繕い

○　カササギヒタキ　Monarchidae

63 サンコウチョウ　Terpsiphone atrocaudata

03/5/15 1 0215 450

スギ林の中を鳴きながら移動

03/6/15 1 川俣 0230 129

対岸スギ林からさえずり声

○　エナガ科　Aegithalidae

64 エナガ　Aegithalos caudatus

02/12/8 6 中村山 7188 400

谷沿いのブッシュ

03/1/13 9 広旗八幡神社 0234 200

社叢をシジュウカラと混群で枝移り

○　シジュウカラ科　Paridae

65 コガラ　Parus montanus

02/12/8 1 奥野々山 7186 940

林道の上のアカマツ大木の幹で採餌

03/3/2 2 7196 990

林道沿い落葉広葉樹林とスギ林

66 ヒガラ　Parus ater

02/12/8 1 奥野々山 7186 940

林道の上のアカマツ大木の幹で採餌

02/12/29 2 掘割峠 0244 330

マツカサから実を取り出し食べる

67 ヤマガラ　Parus varius

02/12/29 2 掘割峠 0244 330

マツカサから実を取り出し食べる

03/3/2 2 7197 999

落葉広葉樹二次林

68 シジュウカラ　Parus major

02/12/8 1 奥野々山 7186 940

林道の上のアカマツ大木の幹で採餌

03/5/10 1 田平 0201 200

虫をくわえコンクリート擁壁の穴に入る

○　ゴジュウカラ科 Sittidae

69 ゴジュウカラ　Sitta europaea

02/12/8 2 奥野々山 7186 940

林道の上のアカマツ大木の幹で採餌

03/3/2 2 7196 990

林道沿い落葉広葉樹林とスギ林

○　キバシリ科　Certhidae

70 03/1/25 1 林道月野線 0204 700

スギの幹を上へ移動

○　メジロ科　Zosteropidae

71 メジロ　Zosterops japonica

02/12/29 3 大鹿 0216 400

ハゼの実を食べていた

03/1/26 2 東山谷川、大谷橋 0225 180

カキの実を食べていた

○　ホオジロ科　Emberizidae

72 ホオジロ　Emberiza cioides

02/12/29 2 大野 0225 250

雄雌、道路側のフェンス上にとまる

03/2/3 3 古土地 0234 180

雄１雌２、道路横の草地で採餌

73 カシラダカ　Emberiza rustica

02/12/15 7 川俣 0231 220

道路端の草の中で採餌

03/2/1 2 殿河 0233 250

74 ミヤマホオジロ　Emberiza elegans

03/1/18 8 岸ノ宗 7188 630

集落跡、林道沿いのブッシュ

03/3/2 6 土井奥 0240 160

林と畑の境付近で草の実を食べていた
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75 アオジ　Emberiza spodocephala

03/2/3 4 天神 0234 180

東山谷川法面草地で採餌

03/3/23 3 天神 0234 190

雌２雄１　東山谷川沿いの枯れススキの茂みで採餌

76 クロジ　Emberiza schoeniclus

03/4/16 1 大野～大鹿 0226 500

雄若、アカマツ、ヒサカキなどの林の林床

○　アトリ科　Fringillidae

77 アトリ　Fringilla montifringilla

03/1/18 30 岸ノ宗 7188 630

集落跡、林道沿いの梢に

03/1/25 1 殿河 0233 250

ウメ畑、ミヤマホオジロ群中にいた

78 カワラヒワ　Carduelis sinica

03/2/9 5 土井奥 0240 170

田の上の電線にとまる

03/3/13 4 奥丸 0244 350

県道両側の木に

79 マヒワ　Carduelis spinus

02/12/8 70 林道桁山線 7187 600

群れで飛行したり、ヤシャブシにとまったり

03/3/23 25 奥丸 0244 330

車道横のヤシャブシに群れていた

80 ベニマシコ　Uragus sibiricus

03/1/29 2 掘割峠 0245 320

草の実を食べる

03/11/15 6 作業道小竹線 7186 950

２群計雄３雌３、雄１羽は羽虫をくわえていた

81 ウソ　Pyrrhula pyrrhula

02/12/8 1 奥野々山 7185 1100

穴吹側は広葉樹林美郷側は針葉樹植林の尾根

03/3/2 6 掘割峠 0244 320

サクラの芽を食べていた

82 イカル　Eophona personata

03/1/11 7 古土地 0234 200

路上に降りて採餌

03/5/23 2 桁山 7186 850

谷を南へ渡る

83 シメ　Coccothraustes coccothraustes

03/1/13 1 輝尾八幡神社 0211 360

境内地面で採餌

03/3/14 2 上谷 0234 306

どこからか飛び立ちアカマツ枝先にとまる

○　ハタオリドリ科　Ploceidae

84 スズメ　Passer montanus

03/2/9 30 古土地 0234 180

牛舎横の川沿いブッシュ

03/2/9 15 平 0211 150

川田川沿いのヤナギに群れ

○　カラス科　Corvidae

85 カケス　Garrulus glandarius

03/3/23 1 湯下 0232 150

ヒノキの木に飛んできた

03/3/30 7 桁山県有林 7176 920

スギ植林と広葉樹幼木植林地との境

86 ハシボソガラス　Corvus corone

03/3/2 2 照尾橋 0211 150

川田川の岩の上で羽繕いしていた

03/4/13 3 穴地 7290 130

トビにからんでいた

87 ハシブトガラス　Corvus macrorhynchos

03/2/9 1 川俣 0230 110

川田川で水浴

03/4/13 10 恵美子 0233 160

木の枝にとまっていたり、飛翔

（外来種）

88 コジュケイ　Bambusicola thoracica

03/2/9 5 恵美子 0233 170

一列に並んで山裾を移動

03/4/13 5 恵美子 0233 160

林の中で鳴き声

89 ドバト　Columba livia

03/4/19 7 川俣 0230 120

アパートの屋根にとまっていた

別表２　美郷村野生哺乳類目録

１　モグラ（モグラ目モグラ科）

03/9/28 1 上谷 0234 190

車道端に死体

２　ニホンザル（サル目オナガザル科）

03/1/18 3 7188 550

スギ植林と広葉樹林の尾根、よく鳴いていた

03/1/13 5 真福寺 7178 500

道路を横切る

３　ノウサギ（ウサギ目ウサギ科）

03/1/18 1 川田川 0139 90

川原から川沿い斜面の林へ駆け上がった

03/5/22 1 中村山 7187 620

pm10：00頃、車道を横切る

４　ニホンリス（ネズミ目リス科）

03/4/16 1 大野～大鹿 0226 500

広葉樹の枝に登っていた

03/5/6 1 大鹿 0236 560

アカマツと紅葉樹の林の林床

５　ニホンイノシシ（ウシ目イノシシ科）

03/11/18 1 大鹿 0226 520

アカマツと広葉樹の林で罠にかかっていた

６　ニホンジカ（ウシ目シカ科）

03/9/23 1 中筋 7188 560

雄、早朝、スギ林の中の県道から上へ

03/9/23 1 野々脇峠 7179 750

雄、朝、県道で
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